地域活動協議会会計のポイント
＜地域活動協議会の皆様の大切な活動・運営費＞
· 地域の方々が支払った町会費や税金から支出される補助金などで運営される団体として「お金の流れ」の透明化を計ります。（お金は団体全体で管理、団体でルールを決めてきちんと管理）
· 会計の処理方法は、福島区地域活動協議会会計として行います。

· 「経費区分」は複式簿記での「勘定項目」に該当し経理事務になられている方には馴染みがない単語も出てきますが経費区分一覧表を参考に判断してください。ご一緒に地域活動協議会会計処理を研究・学習いたしましょう。
会計処理の準備として

◎通帳を作成
1. 地域活動協議会専用通帳・・・1通
協議会運営事務　・・・　事務的経費



　　　　子ども・青少年　・・・　子育てサロン、児童遊園運営

地域活動協議会　…　福　　　　  祉　・・・　コミュニティセンター、食事サービス
文化・スポーツ　・・・　盆　踊　り



　　　　健　　　　　康　・・・　ふれあい喫茶　　　など
◎お金の管理
1. 収入・支出は基本的に銀行振り込みを利用します。
2. 現金収入はすぐに金融機関に預け記帳　通帳に記録を残す。

3. 通帳と印鑑は別の人が管理。出金など関わるときは複数で。
4. 支払ったら必ず「領収書」をもらってください。支払った団体名「○○地域活動協議会」が記入された領収書で「上様」は×。領収印のないレシートも×。
5. 領収書の但し欄などに購入した品名、金額の内訳を書く。
6. 「領収書」をA4用紙に貼り付け必ず（感熱紙のレシートはコピーして）「保管」。
(1) どれだけの金額を②誰に③何のために支払ったか、受け取ったのかを説明できるようにしておいてください。
7. 補助金対象の領収書と対象外の領収書は別に貼り付けてください。

8. 領収書にも連番を振り、帳簿にも同じ番号を記入
9. 会費集金用

· 控え切り取り方式か複写式　※必ず団体に控えが残るように

· 連番を記入（控えにも）

· 金額の前に”￥”または”金”　但し書き　名前　住所　印　割り印

· 領収書を書き損じた場合は斜線を引いて折り曲げておく

※綴りは決して切り取らない事

◎小口現金扱いは

1. 立て替えが多く発生すると予想されますので個人の財布と混ざらないように気をつけてください。（団体の財布と個人の財布はきっちり分ける）
2. できる限り、支払いは振り込みで。そして振り込み控えに明細を記入。
◎物品リストをつけましょう
購入した物品も、現金や預金と同様、地域活動協議会の大事な財産です。あまり少額のものは結構ですが、概ね１万円以上の物品は、物品リストに記入して、なくしたり壊したりしないよう、丁寧に管理しましょう。年に一度備品が確実にあるか確認しましょう。
◎事務などスタッフへの報酬・・・源泉徴収、活動報告書（日報）、出勤簿などに記録。

講師などへの報償費・・・・・・源泉徴収（法人は不要）、領収書。
＜源泉徴収＞給与、講師料、指導料などを支払うものが税金を天引きして国に納付する制度

　　　　　　支払者に納付義務を負わせて、延滞すれば罰金。（国税庁ＨＰより抜粋）

＜例外＞行政書士など士業などの講師料は対象外。

＜申告の手順＞税務署に給与支払い事務所の開設届書を提出。
◎経費区分など不明な時は、「福島区まちづくりセンター支部」へ、お気軽に、ご相談ください。
●福島区まちづくりセンター支部　　
電話06-6462-1117　
FAX:06-6462-1127
担当者：●EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さわい),澤井)　正弘（上福島、福島、新家）

●EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),洪)　彦　義（玉川、野田、海老江西）
●EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかばたけ),高畠) 新治（吉野、大開、鷺洲、海老江東）
